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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第116期
第３四半期
連結累計期間

第117期
第３四半期
連結累計期間

第116期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (百万円) 41,884 41,896 57,546

経常利益 (百万円) 497 1,169 1,972

四半期（当期）純利益 (百万円) 273 702 1,091

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,639 3,960 2,755

純資産額 (百万円) 57,934 60,923 57,729

総資産額 (百万円) 90,202 98,348 81,764

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 1.92 4.93 7.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.2 61.9 70.6
 

　

回次
第116期
第３四半期
連結会計期間

第117期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △0.51 △0.63
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)におけるわが国経済は、緩やかな回復

基調が続いているものの、消費者マインドの弱さや円安による原材料価格の上昇など、先行きに対する不透明感も

残っております。

　砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好に加え、安価な輸入加糖調製品や高甘味度人工甘味料の増加などか

ら砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は、ほぼ前年同期並の41,896百万円となり、主に砂糖

事業の損益改善により経常利益は前年同期比135.3％増の1,169百万円、四半期純利益は前年同期比157.4％増の702百

万円となりました。

　セグメント別の概況は、次のとおりであります。

　

　<砂糖事業>

　砂糖セグメントの売上高は、ほぼ前年同期並の29,718百万円となり、不作が続いていたビート糖の原料甜菜が平成

26年産は回復したこともあり、セグメント利益は168百万円（前年同期は211百万円のセグメント損失）となりまし

た。

　<食品事業>

　食品セグメントの売上高は、ほぼ前年同期並の1,786百万円となり、イーストの損益改善等により83百万円のセグ

メント利益（前年同期は35百万円のセグメント損失）となりました。

　<飼料事業>

　飼料セグメントの売上高は、ビートパルプの販売数量の増加により前年同期比5.3％増の6,506百万円となり、92百

万円のセグメント利益（前年同期は137百万円のセグメント損失）となりました。

　<農業資材事業>

　農業資材セグメントの売上高は、農業機材の販売数量の減少により前年同期比8.6％減の1,735百万円となり、65百

万円のセグメント損失（前年同期は44百万円のセグメント利益）となりました。

　<不動産事業>

　不動産セグメントの売上高は、前年同期比3.9％増の996百万円となり、セグメント利益は前年同期比4.2％増の638

百万円となりました。

<その他の事業>

　その他のセグメントの売上高は、ほぼ前年同期並の1,153百万円となり、セグメント利益は前年同期比32.4％増の

75百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比16,583百万円増の98,348百万円で、このうち流動資

産は、主にたな卸資産の増加により前連結会計年度末比9,901百万円増の53,292百万円となり、固定資産は、主に投

資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比6,682百万円増の45,056百万円となりました。

　一方、負債の合計は、前連結会計年度末比13,390百万円増の37,424百万円で、このうち流動負債は、主に短期借入

金の増加により前連結会計年度末比11,244百万円増の25,601百万円となり、固定負債は、主に固定負債のその他に含

まれる繰延税金負債の増加により前連結会計年度末比2,145百万円増の11,823百万円となりました。

　純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末比3,193百万円増の60,923百万円となり

ました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等(会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

 

当社は、「開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう」の社是のもと、北海道寒地農業の振興と国内甘味資源自給率確

保の社会的使命を企業理念として、主業のビート糖事業を中心に公益性の高い事業を営んでおります。

　甜菜(ビート)は、北海道の畑作農業において欠くことのできない基幹作物の一つであり、ビート糖事業には原料生

産者をはじめ多くのステークホルダーが存在しており、企業利潤追求の枠を超えて、長期的かつ安定的に事業を継続

することが求められております。

　ビート糖事業は、天候に大きく左右されることはもとより、ＷＴＯ(世界貿易機関)、ＥＰＡ(経済連携協定)／ＦＴ

Ａ(自由貿易協定)における農業交渉、さらにはＴＰＰ(環太平洋経済連携協定)交渉参加問題の帰趨など、国際的な政

策変動にも大きく影響を受ける状況となっており、今後予想される厳しい企業環境を見据え、財務体質の強化と事業

基盤の拡大を図っていかなければなりません。

　従いまして、当社は、当社の財務及び事業の決定を支配する者は、事業の社会性を考慮したうえ、様々なステーク

ホルダーとの信頼関係を維持し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を、中長期的に確保・向上させる者でなけ

ればならないと考えております。

　一方、利得権益獲得のみを追求して大量買付け行為を行う者、あるいは中長期的な経営方針に関する情報を充分提

供せずに大量買付け行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適切ではないと考えま

す。

　なお、「会社を支配する者の在り方」は、最終的には、当社の経営基本方針と大量買付け行為を行う者の経営方針

を勘案のうえ、株主の皆様の判断により決定されるべきものと考えておりますので、現時点では具体的な買収防衛策

は導入いたしません。

　但し、株主の皆様が判断するに当たり、大量買付け行為を行う者が、必要な時間と充分な情報を提供しない場合な

どは、相当な対抗措置を講ずる必要がありますので、買収防衛策の導入について今後とも検討を続けてまいります。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は413百万円であります。

 

(5) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設等について、当第３四半期連結累計期間に完了したも

のは次のとおりであります。

　飼料セグメントにおいて計画しておりました、芽室製糖所のパルプ蒸気乾燥設備新設については平成26年11月に完

了しております。

　砂糖セグメントにおいて計画しておりました、美幌製糖所の裾物糖助晶機増強については平成26年10月に完了して

おります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 153,256,428 同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株

計 153,256,428 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年12月31日 ─ 153,256,428 ─ 8,279 ─ 8,404
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 9,560,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式
142,830,000

142,830 単元株式数は1,000株

単元未満株式
普通株式
866,428

― ―

発行済株式総数 153,256,428 ― ―

総株主の議決権 ― 142,830 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の中には、㈱証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれてお

ります。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式699株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日本甜菜製糖株式会社

東京都港区三田３－12－14 9,560,000 ─ 9,560,000 6.24

計 ― 9,560,000 ─ 9,560,000 6.24
 

(注)１　当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、9,564,629株であります。

   ２　従業員持株ＥＳＯＰ信託の信託財産953,000株（当第３四半期会計期間末日現在892,000株）は、連結財務諸

表において自己株式として表示しておりますが、当該株式は当社従業員持株会の議決権行使状況を反映した

信託管理人の指図に従い議決権行使されるため、上記に含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

日本甜菜製糖株式会社(E00355)

四半期報告書

 7/18



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,216 3,758

  受取手形及び売掛金 7,123 5,088

  有価証券 6,500 5,999

  商品及び製品 20,835 18,058

  仕掛品 1,878 4,220

  原材料及び貯蔵品 2,523 8,974

  その他 1,314 7,194

  貸倒引当金 △2 △2

  流動資産合計 43,390 53,292

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 11,359 11,308

   その他（純額） 11,440 13,143

   有形固定資産合計 22,799 24,452

  無形固定資産 345 248

  投資その他の資産   

   投資有価証券 14,665 19,669

   退職給付に係る資産 338 463

   その他 229 227

   貸倒引当金 △5 △5

   投資その他の資産合計 15,229 20,355

  固定資産合計 38,373 45,056

 資産合計 81,764 98,348

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 945 4,787

  短期借入金 7,798 11,300

  未払法人税等 701 47

  その他 4,910 9,466

  流動負債合計 14,356 25,601

 固定負債   

  長期借入金 356 385

  役員退職慰労引当金 23 14

  退職給付に係る負債 4,683 5,020

  その他 4,614 6,403

  固定負債合計 9,678 11,823

 負債合計 24,034 37,424
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,279 8,279

  資本剰余金 8,404 8,404

  利益剰余金 39,350 39,248

  自己株式 △2,236 △2,197

  株主資本合計 53,798 53,734

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,256 7,457

  繰延ヘッジ損益 0 1

  退職給付に係る調整累計額 △325 △270

  その他の包括利益累計額合計 3,930 7,188

 純資産合計 57,729 60,923

負債純資産合計 81,764 98,348
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 41,884 41,896

売上原価 31,684 30,989

売上総利益 10,200 10,907

販売費及び一般管理費   

 販売費 7,795 7,841

 一般管理費 2,084 2,105

 販売費及び一般管理費合計 9,880 9,947

営業利益 319 959

営業外収益   

 受取利息 10 8

 受取配当金 253 279

 持分法による投資利益 27 24

 その他 54 60

 営業外収益合計 346 372

営業外費用   

 支払利息 75 74

 固定資産処分損 72 69

 その他 19 18

 営業外費用合計 168 162

経常利益 497 1,169

特別利益   

 固定資産売却益 5 -

 投資有価証券売却益 1 -

 保険差益 - 1

 特別利益合計 6 1

特別損失   

 固定資産処分損 18 60

 その他 0 0

 特別損失合計 19 61

税金等調整前四半期純利益 484 1,109

法人税等 211 406

少数株主損益調整前四半期純利益 273 702

四半期純利益 273 702
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 273 702

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,359 3,200

 繰延ヘッジ損益 7 1

 退職給付に係る調整額 - 55

 その他の包括利益合計 2,366 3,257

四半期包括利益 2,639 3,960

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,639 3,960

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間ごとに設

定された複数の割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が66百万円、退職給付に係る負債が205百万

円増加し、利益剰余金が89百万円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ22百万円増加しております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

１　原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見

込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。

２　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社は、中長期的な企業価値の向上に対し従業員にインセンティブを付与することにより、労働意欲の向上を促

すとともに、福利厚生の拡充と従業員持株会の活性化を図ることを目的とし、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」（以下

「ＥＳＯＰ信託」）を導入しております。

(1) 取引の概要

ＥＳＯＰ信託は、当社従業員持株会の「スズラン持株会」（以下「持株会」）が５年間にわたり取得すると

見込まれる数の当社株式を一括取得し、毎月一定日に持株会へ売却を行います。

当社株式の取得、処分については、当社がＥＳＯＰ信託の債務を保証している関係上、経済的実態を重視し

た保守的な観点から、当社とＥＳＯＰ信託は一体であるとする会計処理を行っております。

従って、ＥＳＯＰ信託が所有する当社株式を含む資産及び負債並びに費用及び収益については四半期連結貸

借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書に含めて計上しております。

(2) 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成25年12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

(3) 信託が保有する自社の株式に関する事項

①　信託における帳簿価額は前連結会計年度188百万円、当第３四半期連結累計期間154百万円であります。信

託が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

②　期末株式数は前第３四半期連結累計期間1,120千株、当第３四半期連結累計期間892千株であり、期中平均

株式数は、前第３四半期連結累計期間1,234千株、当第３四半期連結累計期間990千株であります。期末株式

数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

とかち飼料㈱ 2,185百万円 とかち飼料㈱ 2,032百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 1,626百万円 1,757百万円

のれんの償却額  1 〃 0 〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 711 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

(注)　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 6百万円を含めており

ません。これは、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式

を連結財務諸表において自己株式として認識しているためであります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 713 5 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

(注)　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 5百万円を含めており

ません。これは、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式

を連結財務諸表において自己株式として認識しているためであります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計

売上高         

 外部顧客への売上高 29,887 1,796 6,177 1,899 958 40,719 1,164 41,884

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

134 24 10 27 67 264 5,741 6,006

計 30,022 1,820 6,188 1,926 1,025 40,984 6,906 47,890

セグメント利益
又は損失（△）

△211 △35 △137 44 612 272 57 329
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポー

ツ施設・書店の営業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 272

「その他」の区分の利益又は損失（△） 57

セグメント間取引消去 △13

その他の調整額 3

四半期連結損益計算書の営業利益 319
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計

売上高         

 外部顧客への売上高 29,718 1,786 6,506 1,735 996 40,743 1,153 41,896

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

113 19 8 22 88 252 5,871 6,123

計 29,832 1,806 6,514 1,758 1,084 40,995 7,024 48,020

セグメント利益
又は損失（△）

168 83 92 △65 638 917 75 993
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポー

ツ施設・書店の営業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 917

「その他」の区分の利益又は損失（△） 75

セグメント間取引消去 △28

その他の調整額 △5

四半期連結損益計算書の営業利益 959
 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したこ

とに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの損益に与える影響は、軽微であります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1円92銭 4円93銭

（算定上の基礎）   

 四半期純利益金額(百万円) 273 702

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 273 702

 普通株式の期中平均株式数(株) 142,483,730 142,708,598
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

日 本 甜 菜 製 糖 株 式 会 社

    取 締 役 会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   若　　尾　　慎　　一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齊　　藤　　文　　男   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本甜菜製糖株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本甜菜製糖株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

日本甜菜製糖株式会社(E00355)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

